
1 調査地域の概要

　明治神宮は東京都区：内のほぼ中央に位置してい

る。東京湾からは約7㎞の距離にある。行政的に

は渋谷区に所属し，国鉄山手線の代々木，原宿駅

に接している。

　明治神宮は年間を通じて来訪者が絶えない。と

くに四季にわたる各種の祭事の際には多くの市民

が来拝して賑いをみせる。境内の総面積はおよそ

70．2醜2に達し，ほぼ全域が森林や芝生でおおわ

れている。しかも神宮域の大部分が一般に開放さ

れていることから，緑の自然環境を渇望する都市

生活者が本神宮の参拝をかねて精神保養のために

来訪する場合も多い。東京都区内には他に面前御

苑，上野公園，浜離宮，自然教育園などの比較的

規模の大きい緑地空間が存在しているが，最も樹

林の広い明治神宮林はこれらの緑地難問とともに，

多様な機能を果たす都市の中の森林，難しい時代

の都市公園としての役割も果たしている（Fig．1

～14）。
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Fig・1・新宿副都心の高層ビル（北方）より見た明治神宮の全暴
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Fig．2．南方（NHKビル）より見た明冶神宮
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Fig，3．休日に参拝者で賑わう南参道
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Fig．蛋御本殿に向かう参道

　Zuga鎗gss亡raβe　zu孤Haup亡gebaude　des　groβea　Mαまi・Schreins．
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明治神宮宮域林の植物社会学的研究

1　自然環境

（1）地　質

　明治神宮のおかれている位置は7地形的には東

京湾に突出した武蔵野台地の一角である。この台

地は洪積世に冨士，箱根火山がもたらした火山灰

が厚く堆積したものである。この堆積層は関東ロ

ーム層と呼ばれ，礫をほとんど含まず土壌が厚く，

明治神宮の位置する地層は関東ローム層の中でも

2番目に古い武蔵野ローム層にあたる。

　関東平野の火山灰土壌（関東ローム）は一般に

平坦な地形を示し，水利に恵まれない，乾燥台地

である。しかし，東京湾に接近するに従って各所

で開析され，深い谷となって東京湾へ低下してい

る。明治神宮宮域内の地形は一様に平坦で海抜高

も25m～35mとほとんど変化がなく，谷や台地と

呼べる冒立った地形の変化はみられない。現在見

Fig・5．　明治神宮の位置

　　　Lage　des　Mei11一Schrel且s。
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るられ土塁や，池，樹木の植栽地の土盛りなどは

造営当時に人工的に構築されたものである（Fig．

5，6，7）。

（2）気　候
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Fig．6．　明治神宮周辺部の地質図

　　　Geologische　Karte　der　Umgebung　des　Meiまi。

　　　Schre三ns．

　調査地付近の気候を東京での観測値で代表させ

ると年平均気温は14．3。Cであり，月平均では，

最寒月の1月が3．2。C，最暖月の8月が26．4。Cに

達する。全般に温暖であるが，年・月劉の較差は

比較的大きい。降水量は年平均1，568mmである

が，6月と9～10月に雨量の乱心値がある点は，

表日本各地と共通している。

　風の方1司は，冬季NNWが卓越することは関東

地方の低地の蒋徴である。2～3月には降雪を見

ることがあり｝積雪が植物に与える影響も見逃す

ことはできない。一方，真：夏にはS方向の海風が

吹き，湿度が上昇し》蒸し暑い。しかし，植物に

強い影響を与える潮風は，台風の時期にのみまれ

に到達するにすぎない。

　明治神宮の位置は，以上の気候条件から常緑広

葉樹林域に含められる。吉良による暖かさの指数

によれば，この地域は110～125の範囲にあるから，

常緑広葉耳蝉のスダジイ，タブノキ，シラカシ，

アカガシ，クスノキ，モチノキ，ヤブツバキなど

が十分に生育可能である。

2林苑の造成

　神宮鎮護が決定された代々木御料地は，比較的

水利の悪い関東ローム台地上にある。全般に赤土

であるが，所によって黒土の部分もあり，一部弓

状地に低湿地が冤られた。

　華華の造成当時は，現在御社殿の位置から旧御

苑内にわたる区域にアカマツの疎林やコナラ林が

あった。とくに，旧御苑に生育していた林はコナ

ラ，イヌシデなどを主とした雑木林であり，この

区域のみは，現在なおそのままの状態で保存され

ている。他に北参道にはコナラ，カシ類，モミな

どの混こう林があり，社務所周囲，当時の代々木

練兵場に接する地域などにわずかに樹木地がみら

れた。しかし，これらの樹木地は当時の林苑予定

域のV7（10ha）にすぎず，大部分は農作地，草地，

または沼沢地であったといわれている。

（1）林下造成の内容

　林苑の造成は，大正4年から9年（1915～19玲

年）までの5ケ年間にわたって行なわれた。造成

面積は21万8，800坪であった。

　造営の却却は，神社の境内に森厳な風致を創造

し，これを永遠：に維持するものである。当時の立
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案に際して考慮された森林の条件は，その気候風

土に適し，諸種の災害に抵抗力が強く，天然更新

によって森林が発達または復元され，しかも全体

が調和がとれて森厳な神宮林を形成し，壮厳なふ

ん囲気を保つものでなければならなかった。前述

のように，当博の地形は変化に乏しく，しかも残

存していた森林はごくわずかなものであったから，

森林の造成のほとんどは無植生の平坦地からはじ

められたといっても過書ではない。加えて，付近

を通る蒸気機関車や，周囲の工場地帯からの煤煙

の影響も無視でぎなかった。

　神社のまわりには，その尊厳を保つためシイ，

タブ，クス，カシ類の常緑広葉樹林が形成される

とともに，将来の用材にという経済林としての潜

在的な意識も多少加わって，スギ，ヒノキなどの

針葉樹も植えられるのが通例である。明治神宮の

場合は，当時の誹画者が基本的には，その土地本

来のII＄土種による郷土の森づくりを目指した。鉄

道沿線に位置し，周囲を密集した集落地や工場地

域にとり囲まれ，しかも将来ますます大気汚染の

進行することまで予想されていたため，これらの

条件を考慮し，三三性の弱い針葉樹をさけて本命

の樹種を三木として植えられている。したがって，

今日では最も妥当な神宮林が形成されている。

　林苑の主要な樹木にはスダジイ，シラカシ，ク

スノキなどが選ばれ，さらに下木（森林の下層を

占める植物）にはサカキ，ヒサカキ，モチノキ，

アオキなどが選ばれた。この辺について『明治神

宮御境内林苑計画』（大正10年〈1921年〉，明治神

宮造営局技師本郷高徳著）には次のように述べら

れている。

　「……主林木トシテハ森林帯上所謂暖帯二二シ

三二煙害二対スル抵抗力強ク，又庇蔭二三へ林木

自身天然下種ニヨリテ稚樹ヲ作り老木枯死スル時

ハ之二代テ後継者タルヲ得ヘキ樹種ニシテ且林苑

ノ風致力荘厳ニシテ神社二相応ハシキモノタルコ

トヲ要ス」と述べ，さらに「潤葉樹ハ煙害二対シ

明治神宮宮域林の植物社会学的研究

テ針葉樹類ヨリモ強シ……神社林苑ノ主木トシテ

前記ノ要件二三フモノハ常緑潤葉樹二三シ幸ニシ

テ御敷地ハ森林帯上ノ暖帯二属シ所謂常緑潤葉樹

ノ郷土タルヲ以テ此地ノ気候風土二三スルモノ亦

多シト難モ中二就キ樹形三根共二神社ノ境域二適

シ特二煙害二対シテ強ク又人為ニヨラスシテ永ク

其森林ヲ維持シ得ル主林木ノ種類ヲ求ムル時ハ結

局か志，志ひ類ノ外二出ルナシ……」と記述され

ているように，常緑広葉樹のシイ，カシ，クスな

どが単に耐煙性を持つためだけではなく，その気

候条件下において，最も旺盛な生育をし，しかも，

自然に落下する種子によって再生し，人為によら

なくとも自然に存続する種類であるとしているこ

とは，まさに現代の植物社会学や植生学的知見か

らも最も確実な原理にそっているきわめて重要

な事実であり，当時の担当者たちの英知と先見性

が正しく評価されなければならない。

（2）献納された種類

　全国から献納された樹木はきわめて多岐にわた

っていた。その総数は279種97，559本といわれて

いる。1，000本以上にはクロマツ，アカマツ，ス

ギ，ヒノキ，サクラ，スダジイ，カシ類，クス，

イヌツゲ，ケヤキ，ツツジ類，ピサカキ，サカキ，

ツバキ，サザンカなどであった。中には東京地方

では到底生育できないものも多数含まれていた。

明治神宮に近い自然教育園（当時は白金御料地と

呼ばれた）からも，何百本からの樹木が移植され

ている。寄進された主要樹木の種類と数はTab，

1に記されている。

（3）森林造成計画

　当時意図していた森林造成計画に対し，寄進さ

れた献木は，決して合致したものではなかった。

しかし，当事者は，すべての献木を捨てないで，

当時としては見事に生態学的な知見を生かした植

栽方法を行なっている。まず，森林の主要な構成
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Tab．1．造営当時に新畑された樹木の本数（500本以上）
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明治神宮宮域林の植物祇会学的研究

種にはアカマツ，クロマツを植え，または在来の

アカマツを温存し，そのすぐ下層にサワラ，スギ，

モミなどの針葉樹を混等し，さらに下層（低木

層）には，将来主要木となって森林を形成するは

ずの常緑広葉樹のカシ類，シイ，クスノキなどを

植栽している。しかも，個々の樹木に重点を置か

ず，一つの集団として樹林を作ることを蔭標とし

ている。

　当時の林苑造成の構想を前記の書によると，

「……林相力年ト共二如何二変移スルカヲ想像ス

ルニ……まつ類ハ年ヲ遂フテひのき，さはら等ノ

旺盛ナル生育二三セラレテ次第二潤落シ去1ノ……

而シテ第二代ノ林冠支配ホタルひのき，さはら類

モ亦其下二植エラレタルか志，志ひ，くす等，常

緑樹潤葉樹力漸次良好ナル成長ヲナシ……殊二此

常緑潤葉樹ハ風土二最適ノ樹種タルヲ以テ其繁茂

ハ特二著シク遂二其上木ニシテ保護樹タルひのき，

さはら等ノ針葉樹ヲ圧倒シテ其木数ヲ減セシメ恐

ラク創設後百年内外ニシテか志，志ひ，くす類力

第三代ノ支配木トナリ……全域ヲ蔽フテ常緑澗葉

樹ノ大森林ヲナシ更二進ミテ爾後数十年乃至百余

年ニシテ恐ラク此等（注・スギ，ヒノキ等の老木）

モ亦多クハ消滅シテ純然タルか志，志ひ，くす類

ノ雛葱タル老木林トナリ……鼓二始メテ東京地方

固有ノ天然林相トナリ最早人為ヲ籍ルコトナク永

久二荘厳神聖ナル林相ヲ維持シ得ヘシ……」と述

べ，林苑の創設より最後の林相になるまでの変移

の順序を図示している。

　以上の外に境内の周囲を土塁でかこみ，さらに

土塁上にイヌツゲを列植し，内側には風害7砂じ

ん，煤煙などへの防波堤となるように樹木を密植

した周囲帯を設けたりしている。また樹林の保護

・管理の面では，林内の落葉採集の禁血，植栽直

後の樹木の支柱によって風雪害を防ぐことなど，

きわめてきめ細かに規定がなされている。

丑　調査の対象および方法

　植生調査の対象は明治神宮宮域のなかで，植物

が生育しているすべての場所とされた。調査の主

目的である森林植生は，全域にわたってまんべん

なく行なわれた。また，回縁，芝地，路傍および

路上の雑草群落にいたるまですべての植分の植生

調査が行なわれた。

1植生調査法

（1）野外植生調査

　様々な：立地における植生について，均質な三分

を選定し，植物社会学的な調査が行なわれた。調

査面積は対象の植分の高さや生育の度合によって

異なるが，最小面積を越える広さで行なわれた

（森林の場合およそ100～400㎡，草原の場合20～

50㎡）。それぞれの調査面積は群落表に記載され

ている。

　調査ワク内の全掲現種について階層劉（森林の
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